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中世の王国集会に関する叙述は,そ の多 くを 19世紀末～20世紀初頭に
かけて行われた制度史的・法制史的な研究に大きく依存している
。ヽ そ
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のは,大集会 と小集会 という2種類の集会の想定である。 この 2種類の
集会は,ラ ンス大司教 ヒンクマールが 882年に執筆 した『宮廷組織論』
& ″蒻π
“
ρα″″′の叙 述 に由来 して い る171。 彼 に よれ ば,集 会
placitumは年に 2度開催 され,それらは参加者の規模 において明 らか
に異なったものであった。つまり,帝国全土の問題を決定する,聖俗問
わずすべての貴顕が参集する王国規模の集会 と,主だった者たちと王の





保泰明 「カピトゥラリアの法的性格一一 カルル大帝・ル トウィヒ敬虔帝時代
に関する一試論――」2,『 法学協会雑誌』第 85号 5,p.714;H.Weber,











るのかに関しては見解が分かれている。この史料に関しては T.Gross and R.
Schieffer(eds.),〃′πθ77zα ,物S Dι θπ′ηι夕α滋″グ.ハイG月l Eθηιιs J%万 s gθη2zαηた′




(的 Dι ο〃勿ι夕α滋″′,C.29,c.30.c.34で は集会に際して事前に条項に分かれた






















(" このような 2種類の集会を想定して,史料中で言及される集会を大集会 と
イヽ集会に分類する試みはザイファー トがすでに行っていた E.Seyfarth,Fγれ ‐
力おθλι Rιたns・υιttαπηεJπηgθη πηttγ Kα″ αι′% Grttιη ππグ ニzグリ8 グι′%
助 ππθη,Leipzig,1910。 近年でもJ.E.Goldberg,32獲 ル ヵγE"グた,pp.
226fで ,王国集会 と助言者 との協議の 2種類の集会を想定して,ルー トヴィ
ヒ独人王の時代の集会の一覧の作成が試み られている。Ro Mckitterick,
03αルπttπι,pp.227fで もこのような 2種類の集会の想定が支持されている。
(10) T.Reuter,`Assembly Politics',p.435; S.Airlie,`′ralking Heads',p.36.
(11)こ のように王国集会をより柔軟に捉えた上で研究を行っているのは,現在


















(1の  R.McKitterick,7んι Fγαη力お力C力πκ力αηグルθ Cαη′jttjαη Rグb7η2ZS.お9-
895,London,1977,p.11; G.Biihrer― Thierry,Eυ ιクπθs θノクθπυθ′γ αα%s ル
ηノαππθル Gθ 77γηπル.ιω Egノおお ιル Bαυ:●γc a″ αυ Sθz″b08Zδ-9宥 ,Paris,
1997,p.69; ⅣI.de Jong,`Ecθ :esjα  and the early medieval polity',S′ ι協′ グ2γ z
∫嶋 ιη」И″′ι滋ノ厖γ,Wien,2006,pp.127-129;D.Eichler,Fγ れ たたεttι Rθグθカー
Sυι7Sα 72Z夕2Zιπηgθη,pp.33-35.
(13)F.L.Ganshof, Ntt ωαππ グル κ″J滋ル万θη P,Weimar,p.45;W.Hart―







性については W.Hartmann,`Zu einigen Problemen
der karolingischen Konzilsgeschichte',24η ππα″π夕γzカグs′θ,zαι ιθπθJJ′θ2zι夕209,
1977,pp.12f; R.Pokorny,`I〕 in unbekannter Synodalsermo Arns von Salz―
burg',Dιπたεんの 4κ力′υ夕γE"熔θttZηgグιs lク″θ滋′″6θ9,1983,pp.379f;
T. Bauer, `Kontinuitat und wandel synodaler Praxis nach der Reich―
steilung von Verdun',z4η ηπαttπ 22Z力おムθηαι θθπθ′JJθんι22223,1991,p.17; T.
Reuter,`Assembly Politics',pp.433fも 老奏照。
(14) I_I.Weber, I)′ι Rιグθttsυι,sα夕γz夕23ι%,agθπ, p.215; W. Hartmann, `Laien auf
Synoden der Karolingerzeit',24%π παttπηz 力なわ五αθ θθηθ′″θ夕zηz lθ , 1978,
pp.249-269; T.Bauer,`Kontinuitat und wandel',p.22; ⅣI.de Jong,`Char‐
lemagne's church',J.Story(ed.),Cttα γJιπ%″ι.Eのグπ αηグ Sθθ彪″,ⅣIan_





が困難なだけであるとの立場 を維持する者たち も少な くない。H.
ヴェーバーは東フランク王国の王国集会の研究において,聖界の集会に
ほとんど関心を払っておらず,教会会議と王国集会が別個のものである












まオしている。T.Bauer,`Kontinuitat und wandel',p.20;T.Ⅳ I.Buck,4グー
2θηグ励  πηグ Pzθ グ′θα′グθ f Zπ γ ″ Jな′徳 ―夕αSわ Zιιη D′窃ιηsグθη υθη
κ″ J滋滋万ιη ππグ 物 ′″ 滋万ιηηα力ιπ r蝋 ″η (5θ7-8ヱ 4), Frankfurt am
















得のい くものとは思われない。確かにconcilia mixtaの 想定はバウ
アー以前から多 くの研究者によって行われてきた。しかしそれが同時代
の史料中に現れる概念ではないことや,論者ごとにその理解が大きく異
なっていることを考えるなら,む しろconcilia mixtaの 想定がカロリ
ング期の王国集会と教会会議の間の関係の理解を大きく妨げているよう















(19) W.Hartmann, `Laien auf Synoden', p.260; T.Bauer, `Kontinuitat und
Wandel',passim.カ ロリング期の「教会会議」を定義する試みや,様々な研
究者によるconcilia mixtaの 想定については T.Bauer,`Kontinuitat und
Wandel',pp.19f; D.Eichler,」 Fttη力おθttι 」Rθ′θttsυιttα22ZηZJππgθπ,pp.30f.
論 文

















(20) NII.de Jong,`Ecε ιθs′α and the early medieval polity',pp.127-9; D.Eich‐
ler,Fγ楓 力たθttι Rθグθttsυ θ冬″ πJπηgθ2,pp.3335.ハ マーは初期中世の集会
が驚 くほどに研究者の関心を集めていない と指摘 している,H.Hummer,





































(20 以下,史料の引用の際に,集会一般を指すラテン語 と理解される placitum,



















ルレアン,767年 ブールジュ)。 大メッス年代記(2つ においてこれらの集
会の多 くは placitumな いしconventusと 呼ばれている。この時期の集
(25)ヵ ピトゥラリアと教会会議決議に関 してはそれぞれ Cap" Conc.と して
MGHの 巻数と番号を付した。カピトゥラリアにはMGHで 用いられている
名称 も記載 したが,こ れらは必ずしも同時代の写本に現れるものではなく,
しばしば編者のボレティウスの手により恣意的に付けられたものである。ま
た,他の史料で言及されているものと同一の集会について述べている事が明
らかであるが,そ の際に placitum,conventus,synodus等 の語が用いられて
いないものも表に記載した。
(20 この部分の分析にはフランク王国年代記 とその改訂版,大 メッス年代記を
用いる。F.Kurze(ed.),42η α′ιs 2隻″グFγαηθttπ,ノИGI SS π‰G″2.δ ,
Hannover,1889(以 ¬F4RF);B.von simson(ed.),4ηηαたな πθ況フηsお
ク万θ%aS,プИG月l SS″.&劉 .Iθ ,Hannover,1905(以下 4ルπ))。




参照, W.Levison and H.Lёwe(eds.),Dι %おε力滋πあ Ox力 Jθ力おσπι′厖π′π
〃″ι′ιια′″雀  yo2ι′ι ttη グ Kα%θ″22gθγ 〃, Weilnar, 1953, pp.260-264; R.
Collins,`The Reviser Revisited: Another Look at the Alternative Version






れたとある 748年 デューレン集会 (placitum suumと も)と 。①,「三位一
体 と聖画像問題が論 じられた」 とある 767年 ジャンティイ集会(29)の み
であり,宗教的要素の強い集会を synOdusと 呼ぶ傾向が見 られる。そ
れに対 しフランク王国年代記では,宗教的要素の有無 にかかわ らず,
synodusな いしplacitumの語が用いられているとの印象を受ける●0。
叙述史料に現れないものの,カ ピトゥラリアや決議文書からその存在
を確認できる集会は全部で 6つ あり,し ばしば参加者についてもある程
度の情報が与えられている。 これら6つ の集会に付随して作成された文
書には宗教的要素が強 く表れてお り,し ばしば先行研究においてこれら
の集会は「教会会議」 と呼ばれていた。事実 755年 ヴェール集会は,ピ
ピンがガリアの司教達を集めたもの とされてお り,762年 アティニー集
会に関しても俗人の参加は知 られていない。1ヽ 他方で,742/3年 の開催
(28) “.¨ prO ecclesiarum restauratione et causis pauperum viduarumque et
orphanorurn corrigendis iustic五 sque faciendis".ノ 4ノ14P,p.40.
(29)メ ッス年代 記 で は ジャンティイで はな くサ ム ジィで の開催 として い る
“I)ippinus habuit sinodum in Salrnuntiaco,altercantibus inter se Romanis
et Grecis de sancta trinitate et sanctorurll imaginibus."ノ 4ノЪ4P,p.54.
(3の 王国年代記は ① 741-788年の部分 (既存の小年代記群をもとに 790年以降












corum rex Pippinus universOs paene Galliarum episcopos adgregari fecit
■42 論 文
表 1:ピ ピン短躯王 とカールマンのもとでの集会
785年 までの部分ではロルシュ年代記はモーゼル年代記とほぼ一致している
ad concilium Vemus palatio publico"と 主杢́ミらオ■ている, A.Boretius(ed.),





Cθπε′′滋刀:Cοη″J″ αθυ′καηι′η′1,Hannover,1906(=MG月 l Cθπθ.rf-1),
no.13,pp.12f.
年  月 開催地 集会を指す語 参加者についての情報
74224  不明      主催 。参加君主 カールマン(ピ ピンの兄弟)
Conc.2 Nr.l          concilium et synodus      聖俗の参加者
744 3  エスティンヌ  主催 。参加君主 カールマン(ピ ピンの兄弟)
Conc.2 Nr 2          synodalis conventus,synodus 聖俗の参加者
744 3  ソワソン    主催 。参加君主 ピピン短躯
Conc.2 Nr.4          synodus vel concilium      聖俗の参加者
748   デューレン   主催 。参加君主 ピピン短躯
大メッス年代記       placiturn suurn,synodus    なし
7515   不明      主催 。参加君主 ピピン短躯
Cap.Nr.13 Rpplru regls capltulare synodus な し
754 3  Brennacus   主催 。参加君主 ピピン短躯
王国年代記         placiturn
大メッス年代記       placitum
なし
貴顕・家臣。～人などとのみ
755   ヴェール    主催 。参加君主 ピピン短躯
Cap.Nr 14 Concilurn vernense synodus,concilium      聖職者のみの集会
757   コンピエーニュ 主催 。参加君主 ピピン短躯
王国年代記         placituln suurn        貴顕 。家臣 。～人などとのみ
王国年代記 (改訂版)     populi sui generalis conventus 貴顕 。家臣・～人などとのみ
大メッス年代記       placitum suum        貴顕 。家臣 。～人などとのみ
Cap.Nr.15             Decreturn Compendiense     なし
Conc.2 Nr.1l       synodus           聖俗の参加者
761   デューンン   主催・参加君主 ピピン短躯
王国年代記         synOdus suus         なし
王国年代記 (改訂版)     generalis conventus      なし
大メッス年代記       conventus Francorurn    貴顕・家臣 。～人などとのみ
762   アティニー   主催 。参加君主 ピピン短躯
Conc.2 Nr.13       synodalis conventus     聖職者のみの集会
763   ヌーベル    主催 0参加君主 ピピン短躯
王国年代記         placitum suum        なし
王国年代記 (改訂版)     conventus          なし






条において“concilio servOrum Dei et optimatum meorum",`per consilium
sacerdotum et optimatum meorum"集 会を開催したとの文言が見られる。た




年  月 開催地 集会を指す語 参加者についての情報
764   ヴォルムス   主催 。参加君主 ピピン短躯
王国年代記         placituln suuln        なし
王国年代記 (改訂版)     generalis populi suis     貴顕 。家臣・～人などとのみ
conventus
大メッス年代記       conventus Francorum    貴顕・家臣・～人などとのみ
764   キエルジー   主催・参加君主 ピピン短躯
モーゼル年代記       conventus magnus culn Fran‐ 貴顕 。家臣。～人などとのみ
ロルシュ年代記       conventus magnus cum Fran‐ 貴顕・家臣。～人などとのみ
765   アティニー   主催 。参加君主 ピピン短躯
王国年代記         placitum suum        なし
王国年代記(改訂版)     generalis populi sui cowentus 貴顕 。家臣・～人などとのみ
大メッス年代記       conventus          なし
766   オルレアン   主催 。参加君主 ピピン短躯
王国年代記         placiturn suurn        なし
王国年代記 (改訂版)     conventus          なし

















プールジュ   主催 。参加君主 ピピン短躯
王国年代記         in campo synodus













は,こ の時期に関しては 757年 コンピエーニュ集会のみである。この集
会 は王国年代記 とメッス年代記でフランク人が参加 したplacitum
















とが覗えるものの,参加者 についての情報 は見 られない。0。 集会 を指
す用語法に関 して も,王国年代記は magnusと いう形容詞を付 しては
いるものの他の集会 と区別することな くsynOdusと している。しか し
ここで注目に値するのは,大メッス年代記 と並んで,王国年代記改訂版
も同じくsynodusの 語 をこの集会に用いていることである。王国年代
記の改訂者 は基本的 に synodusや placitumの 語 をすべて “generalis
populi sui conventus"と 書 き換えてお り,ピ ピン期に関 してはこの集
会に関してのみ synodusの 語が用いられているのである。つ。改訂者は,




参加者がいたことを示す史料 も残 されてお り00,参加者に聖俗貴顕両
(30「 この時ピピン国王陛下は上述のヴィラ(ジ ャンティイ)に おいて聖三位一体
と聖画像 についての大集会 を,ロ ーマ人 とギ リシャ人 の間で開催 した」
“Tunc habuit domnus Pippinus rex in supradicta villa synodun■ magnum
inter Romanos et Grecos de sancta′ rrinitate vel de sanctorum ilnaginibus."
ARF,p.24.大 メッス年代記における言及については本稿註 29。
(3つ 「東方と西方の教会の間で,つ まリローマ人たちとギリシャ人たちの間で聖
三位一体 と聖画像に関する問題が生 じたので,ピ ピン王はジャンティイの
ヴィラにおいて集会 を召集 し,こ の問題 についての教会会議 を開催 した」
“Orta quaestione de sancta Trinitate et de sanctorunl imaginibu§  inter
orientalern et occidentaleln ecclesianl, id est Rorllanos et Grecos, rex
Pippinus conventu in Gentiliaco villa congregato synodum de ipsa ques‐







(30 万滋 ∠πsttπθグJに おいて「もっとも輝かしい司教たちと多 くの伯たち」
論 文
方が含 まれるという点においては,ジ ャンティイ集会 もその他の集会 と
異なってはいなかったということが推演I出来る。それゆえに王国年代記
















の と思われる。 この時期の史料 において集会 は synOdus, conventus,
placitum,conciliumな ど様々な語で呼ばれうるが,少な くとも王国年
代記においては synodusは とりわけ宗教的要素 を強 く打ち出している
集会にのみ用いられているわけではない。従ってこの時期には,少なく
“praesules clarissimi et comites innumeri"が 集まったということが伝えられ
ている,J.D.Mansi(ed.),3πηttπ Cθηθ′″ο%協 Arθυα五夕″ J′SS」zα Cθι‐
ιθ′″θX″ ,Florenz,1766,p.672.た だし誤って他の集会のものとされてい


























148  論 文
表 2:シ ャルルマーニュのもとでの集会








貴顕 。家臣 。～人 な どとのみ
貴顕・ 家臣・ ～人な どとのみ










770   ヴォルムス   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
王国年代記         SynOdus           なし
王国年代記(改訂版)    populi Sui conventus generalis貴 顕・家臣・～人などとのみ













ヴォルムス   主催 。参加君主 シャルルマー





E国年代記                placiturn curn Saxonibus
大メッス年代記       placitum curn Saxonibus
773   ジュネーヴ   主催・参加君主 シャルルマーニュ
モワサク年代記       SynOdus,conventus      貴顕・家臣・～人などとのみ
王国年代記         SynOdus           貴顕・家臣・～人などとのみ
大メッス年代記       SynOdus,conventus      なし
775 デューンン   主催・参加君主 シャルルマー
王国年代記         SynOdus







synodus,placiturn publicurn   なし














conventus Francorum, id est
Magiscampurn
conventus maximus Francor‐
urn,id est Mag五 campus





年  月 開催地 集会を指す語 参加者についての情報
王国年代記 (改訂版)     generalis populi sui conventus 貴顕・家臣・～人などとのみ
証書            synOdalis conciliurn      聖職者に言及 (詳細不明)
大メッス年代記       cOnventus Francorum,    貴顕 。家臣・～人などとのみ
placitunl,synodus
779   デューレン   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
王国年代記         synOdus           なし
王国年代記 (改訂版)     generalis conventus      なし
大メッス年代記       conventus Francorurn,    貴顕 。家臣・～人などとのみ
placiturn
779 3  ヘリスタル   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
Cap.Nr20 Caltulare Hanstalense  synodale concilium      聖俗の参加者
780   リッペ河畔   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
王国年代記         synOdus な し
780?   不明      主催 。参加君主 シャルルマーニュ













781P   マントヴァ   主催 。参加君主 シャルルマーニュ









conventus magnus exercitus 貴顕 。家臣
conventus magnus exercitus 貴顕・家臣
conventus magnus exercitus 貴顕 。家臣
synodus,placitun■             貴顕・家臣
generalis conventus           貴顕 。家臣








～人 な どとのみ0,Nr26 Qpltta」 O de pa面 bus助 ⅨOdae
782-787   不明      主催・参加君主 ピピン(シ ャルルマーニュの子)
Cap.Nr.91R口 ‖IねHae reJS Ca口mlare                聖俗の参加者
パーダーボルン 主催 。参加君主
モーゼル年代記       placituln






年  月  開催地 集会を指す語 参加者についての情報
ロルシュ年代記       placituln          貴顕・家臣・～人などとのみ
王国年代記         SynOdus publicus       なし
王国年代記 (改訂版)     publicus populi sui conventus 貴顕 。家臣・～人などとのみ
大メッス年代記       cOnventus Francorurn    貴顕・家臣・～人などとのみ
786   ヴォルムス   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
モワサク年代記       SynOdus episcoporum ac 聖俗の参加者 (分離)
conventus magnincus
ロルシュ年代記       SynOdus episcoporum et 聖俗の参加者 (分離)
conventus magnincus
王国年代記         SynOdus           なし
787   ヴォルムス   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
王国年代記         SynOdus           聖俗の参加者
王国年代記 (改訂版)     generalis popuH suis 貴顕 。家臣・～人などとのみ
conventus









placiturn suuln       なし
conventus Francorum ceterar‐  貴顕
urnque nationum




generalis populi sui conventus
generalis conventus Francor-
um, synodus
家臣 。～人 な どとのみ
家臣・ ～人 などとのみ
家臣・ ～人 などとのみ
家臣・ ～人 な どとのみ





790   ヴォルムス   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
モーゼル年代記       placiturn,conventus     貴顕・家臣。～人などとのみ
モワサク年代記       COnventus          なし
ロルシュ年代記       COnventus           なし
大メッス年代記       COnventus Francoruln    貴顕 。家臣・～人などとのみ
792   レーゲンスプルク 主催 。参加君主 シャルルマーニュ
Annales luvavenses          synodus magnus              なし
ザンクトエメラム年代記   synOdus           なし
モーゼル年代記                      貴顕 。家臣・～人などとのみ
モワサク年代記        COnventus Francorurn et alior‐  貴顕・家臣 0～人などとのみ
uln ndeliurn suorurn
ロルシュ年代記       COnventus Francorurn et alior‐ 貴顕・家臣
。～人などとのみ
uln ndelium suorum
王国年代記 (改訂版)     episCOporurn conciliuln    聖職者のみの集会
793 年初 レーゲンスプルク 主催 。参加君主 シャルルマーニュ
モワサク年代記       COnventus          聖俗の参加者
カロリング期フランク王国における王国集会・教会会議  エメ
表 2:つづき
年  月 開催地 集会を指す語 参加者についての情報
ロルシュ年代記 conventus 聖俗の参加者
794   フランクフルト 主催 。参加君主 シャルルマーニュ
Annales luvavenses     rnagna synodus       なし
クサンテン年代記      synOdus magna curn omdbus 聖職者のみの集会
episcopis Ganiae et ltaliae
ザンクトエメラム年代記   synOdus           なし
モーゼル年代記       synOdus           なし
モワサク年代記       universalis synodus      聖俗の参加者
ロルシュ年代記       universalis synodus      聖俗の参加者
王国年代記         synOdus magna       聖職者のみの集会
王国年代記 (改訂版)     generalis populi sui conventus, 聖俗の参加者 (分離)
concilium  episcOporum  ex
omnibus regni sui provinciis,
synodus
大メッス年代記       synOdus magna        聖職者のみの集会












797 10 アーヘン    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
サンタマン年代記      concilium          聖職者のみの集会
Cap.Nr 27 Capittare saxoniCurn              聖俗の参加者
799   リッペ河畔   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
王国年代記 (改訂版)     generalis conventus      なし
800   トゥールーズ  主催 。参加君主  シャルルマーニュ
モワサ ク年代記        magnum concilium et 貴顕 。家臣 。～人 な どとのみ
conventus populi
800 8  マインツ    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
モワサク年代記       synOdus,conventus episcopor‐ 聖俗の参加者 (分離)
urn vel abbaturn





conventus  maximus  epis―
coporun■  seu abbatunl cum
presbyteris et diacOnibus et
comitibus, seu reliquo pOpulo
christiano
conventus  maxilnus  epis‐
cOpOrunl seu abbatuln curn
presbyteris,  diaconibus  et





1,2  論 文  '
表 2:つづき
年  月  開催地 集会を指す語 参加者についての情報
801 秋  アーヘン    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
大メッス年代記       cOnventus Francorum    貴顕 。家臣・～人などとのみ
801-810不 明        主催。参加君主 ピピン(シ ャルルマーニュの子)
Cap Nr102 Rpメ面capituLtt i腱 ‖culn placiturn suurn        貴顕。家臣・～人などとのみ
802 10P アーヘン    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
Annales luvavenses     prima synodus examinationis 聖職者のみの集会
サンタマン年代記      COncilium          聖俗の参加者
モワサク年代記       universalis synodus      聖俗の参加者(分離)
















803   レーゲンスプルク 主催・参加君主 シャルルマーニュ
大メッス年代記       COnventus な し
804   リッペ河畔   主催 。参加君主 シャルルマーニュ
大メッス年代記        generalis conventus Francor―  貴顕 。家臣。～人などとのみ
806   ネイメヘン
モワサク年代記
主催 。参加君主 シャルルマーニュ
Cap.N■ 46 Caメ ma面ulnlm Ningae dam
conventus magnus rr L
/rL
806 2  ティヨンヴィル 主催 。参加君主 シャルルマーニュ
王国年代記(改訂版)     COnventus          貴顕 。家臣 。～人などとのみ
Cap.Nr.45 divisio regnoruln               なし
807   イングルハイム 主催 。参加君主 シャルルマーニュ
モワサク年代記       COnventus suus        聖俗の参加者
809   不明      主催 。参加君主 シャルルマーニュ
王国年代記 (改訂版)     COnventus comitum imper― 俗人のみの集会
atoris atque suorunl, cono‐
qululn
809 11 アーヘン    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
Annales luvavenses     cOncilium          なし
クサンテン年代記      COncilium episcoporum 聖職者のみの集会
magnuln
王国年代記(改訂版)     COnciliurn          なし
カロリング期フランク王国における王国集会・教会会議
表 2:つづき
年  月 開催地 集会を指す語 参加者についての情報
811   アーヘン    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
王国年代記(改訂版)     placitum generale      なし
Cap.Nr.71 Capitula tractan―                    聖俗の参加者 (分離)
da curn conlitibus episcopis et
abbatibus
Cap.Nr.72 Capitula de causis              聖職者のみの集会
cum episcopis et  abbatibus
tractandis
Cap.Nr 73 Capitula de rebus                        なし
excercitalibus  in  placito
tractanda
812 アーヘン    主催 。参加君主 シャルルマー
クサンテン年代記      colloquiurn
王国年代記 (改訂版)          generalis conventus
なし
なし
813   アーヘン    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
モワサク年代記       cOnciliuln magnuln      聖俗の参加者
王国年代記 (改訂版)     generalis conventus      なし
813   複数箇所    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
モワサク年代記       synodus           なし
王国年代記 (改訂版)     cOndliurn          聖職者のみの集会
小ロルシュ年代記フルダ写本  synOdus           聖職者に言及 (詳細不明)
Conc.2 Nr.34              cOnventus, cOetus, conciliunl,  聖俗の参カロ者 (分離)
synodus
813 9  アーヘ ン    主催 。参加君主 シャルルマーニュ
モ ワサク年代記        placitum,conventus magnus 聖俗 の参加者
populi
王国年代記 (改訂版)     cOnventus          な し
」ヽ ロル シュフルダ写本     placitum magnum       な し

















て伝えられているのは 794年 のフランクフル トsynodusと 795年 のコ





モーゼル年代記ではピピン期について 1つ ,シ ャルルマーニュ期につ
いて 8つ の集会が伝えられている。集会を指す用語 として,conventus
(magnus)Francorumが 3度,placitumが 3度,synOdusが 1度現れ
ている。790年 ヴォルムス集会がplacitumと corlventusの 両方の語で
呼ばれていることから,synodusの みが異なる種類の集会として考えら
れていることが推測出来る。conventus Francorumや conventus cum
Francisと いったスタイルは 782年 を最後に現れなくなるものの,こ れ
は 786年以降とそれ以前の執筆者が異なっていることに由来すると考え
られ,集会の構造の変化を反映しているとは思われない。参加者の情報






XW,Hannover,1859,pp.491-499。 この史料に関してはW.Levison and H.
LOwe(eds.),2πなθλttηグs Gasεあたλおσπグルπ fr,pp.185-188.
カロリング期フランク王国における王国集会・教会会議  エララ
は「彼の軍」(782年 ヴェーザー河畔)や「フランク人 とザクセ ン人」
(785年 パーダーボル ン),「 フランク人」(764年 キエル ジー,777年
パーダーボルン,781年 ヴォルムス,790年 ヴォルムス)と のみ伝えられ
ており,聖職者の参加や司教・伯などの官職保有者の参加についての情
報が見られないという点では,王国年代記と類似している。以下で述べ




















hieme iterurn fecit rex cOnventunl apud Reganesburug; et cun■ cognovisset














フル ト集会 と,786年 ヴォルムス集会 0802年 アーヘン集会の聖職者に
よる部会部分のみを指して用いられている。ただし802年 アーヘン集会





院長,さ らには多 くの司祭 と助祭並びにその他の熱心な人々とともに」集め
た1と 2ら り “omnes archiepiscopos in regno suo cum episcopis et abbatibus
seu etiarn qualn plurilni presbyteri et diaconi cunl reliquo devoto populo",
800年 ローマ集会は「司教,修道院長並びに司祭,助祭,伯 ,そ の他のキリス
ト教徒たちの大集会」“conventus ma対 mus episcoporum seu abbatum cum
presbyteris,diaconibus et corllitibus seu reliquo christiano populo" とさオし
ている, G.H.Pertz(ed。 ),ルκ】I SSf,p.36,p.38.
(4の 「10月 に皇帝は上述の場所で普遍的な教会会議を召集し,そ こで司教,司
祭,助 祭 た ち に…・」“Et mense Octimbrio congregavit universalem
synodum in iam nonlinato loco,et ibi fecit episcopos cum presbyteris seu
diaconibus.¨ ",「…同じように彼は,出席していた全ての修道院長と修道士を
その教会会議に集め…」“…Similiter in ipso synodo congregavit universos
abbates et monachos qui ibi aderant.¨ ",「 そして皇帝自身がこの教会会議の
間に,大公,伯,そ してその他のキリス ト教徒たちを法に明るい者たちとと
もに集め…・」“Sed et ipse imperator,interim quod ipsum synodum factum
est,congregavit duces,coIIliteS et reliquo christiano populo cum legislator‐




モワサク年代記はシャルルマーニュ期 に関 して 21,ル イ敬虔帝期に
関して 5の集会を伝えている。この年代記の内容は,803年 までの部分
に関して,逐語的に一致するわけではないものの基本的にロルシュ年代
記 と共通 してお り,集会の描かれ方 もほぼ共通 しているといって良い。
synodusは 宗教的要素の強い集会や聖職者の協議にのみ用い られてお
り,基本的には conventusの 語が好 まれている。ただ し 800年 のマイ
ンツ集会 に関 しては,司 教 と修道院長 による conventusと 並行 して
「貴顕」が synodusを 開催 した との記述が見 られ,王国年代記に見 られ
るような,synOdusと いう語 を用いて集会一般 を指す用法 も現れてい
る
“
り。司教・伯 などの官職保有者の出席 は,ロ ルシュ年代記 とほぼ一
致する部分以外でも,807年インゲルハイム集会,813年アーヘン集会 ,
さらにルイ敬虔帝期の事例であるが 814年アーヘン集会,816年 コンピ









国年代記などが主要な資料 として用いられた様子であるが,そ れらに見 られ
ない内容 も含まれており,現存していない年代記も編纂に用いられたと考え
られている。G.H.Pertz(ed.),ノ イG月l SS f,pp.280-313;Idem (ed.),1イGH




インツで集会を開催した」“Car01us rex congregavit optimatos suos,et
synodunl habuit apud ⅣIaguntian■ cun■ conventu episcoporunl vel avatum."
モワサク年代記には 800年 の記述に関して 2種類のヴァージョンが存在 して
おり,一方はロルシュ年代記 とほぼ一致する内容,も う一方はここで引用し
た内容を持っている,G.H.Pertz(ed。 ),〃GI SSf,p.305.







い。 こα)こ とは, synodus, conventus Francorurn, placitum α)3了96D
呼 称 が 全 て現 れ て い る 777年 パーダーボル ン集 会 や generalis
conventus Francortlm,synodusと『平ばれている 788年インデ)レハイム
集会に関する叙述からも明らかである。参加者の情報は基本的に「フラ










た synodusや conventus,placitumと いった集会は,ほ ぼ全てが gener―






助πθttη ルγ καη;ittgeη ι′′,p.156.
“
つ 大メッス年代記については上述の本稿註 27を参照のこと。806年 829年 の
記述は王国年代記改訂版 と完全に内容が一致しているため表では省略 した。
830年 の叙述のみが再びオリジナルなものとして現れている。
(4助 ただし830年 ネイメヘンplacitumに 関しては司教の同意の存在,王国貴顕
の出席が明示されているス潔 ,p.97.
カロリング期フランク王国における王国集会・教会会議  1,9
alis populi sui conventusと 書 き換 えられているのである。改訂者 に






generalis conventus(又は conventus, まれに placitum)が 年に 1～2回
開催されたことが伝えられている。参カロ者の情報は基本的に populi sui
とのみ伝えられてお り,間接的に聖職者が臨席 していることが分かる事
例がルイ敬虔帝期に関してい くつか見 られるのみである。 これらは,毎
年 1～2回開催される「王国集会」 というヒンクマールが伝 えるイメー
ジと合致 した叙述であるといえよう。
王国年代記改訂版はこのような generalis cOnventusに 加 えて,聖職
者のみの集会 も伝 えてお り,それ らを指 し示す用語 としては主 として
conciliumが 用 い られてい る。792年 レーゲ ンス ブル ク集会 は epis‐




9ヽ さらに813年 に王国内の 5カ 所で同時
16o  論 文






の集会を指す語 として COnventus,placitumと ともに用いられている。
それに対 してい くつかの他の年代記では,Synodusの語を宗教的要素の


















には司教,修道院長,伯,そ の他のフランク人・ ランゴバル ド人の協議
を元に作成されたとの文言がそれぞれ見 られ,聖俗の官職保有者の集会
の決議を元に作成されたものであることが分かる。またヘ リスタルカピ
トゥラリアを出した集会は synOdale conciliumと 呼ばれてお り,聖俗
両方の参加者を持つ集会 を synOdusと 呼ぶ王国年代記などの用語法を
想起 させる(5o。 さらに 780年 (?)の カピ トゥラリアは,司教たちの同
意 と共に発布されたとの文言を含んでおり,こ の時期にも聖職者のみの
集会 (又 は部会)が存在 したことをうかがわせるものとなっている。1ヽ
叙述史料で詳細が伝えられていない集会に関しても,カ ピトゥラリア
や決議文書は参加者や協議内容についての情報を伝えている。サンタマ
ン年代記で聖職者による conciliumと して伝えられている 797年 アーヘ
ン集会からは,カ ピトゥラリアも残 されてお り,そ こに見 られる司教 ,
修道院長,伯が決定を下 した との文言からは,こ の集会が聖職者のみの
参加するものではなく,聖俗の官職保有者による集会であったことが分
かる。の。また,王国年代記改訂版で「慣習に従つて開催 された」 とあ
る 811年 アーヘンでの placitum generaleに ついても,集会に先立って
皇帝が議題を設定 したカピトゥラリアにおいて,司教,修道院長,伯が
(50) ■ィGH C″.f,nO.20,pp.46-51; Jb′ 滅,no.91,pp.191-193.
(51)ノGtt εθηθ.〃 1,no.19,pp.108f.こ のテクストは「司教たちの同意の元





い,F.L.GanshOf,Tク 猛 ωαπηグ′ι fζαク′滋滋万θπ P,p.45;W.Hartmann,D"
≦ちノπθ
`ル























ており,そ こからは聖職者 も出席 していたことが推測可能 となってい
(53) “.¨placito generali secundum cOnsuetudinenl Aquis habito.¨ ", 24RF, p.
134.カ ピトゥラリアでは,第 1条で「まず朕は,司教,修道院長,伯 をわけ,
個別に彼らに呼びかけることを望む」“In primis separare volumus epis‐






は,俗人のみならず聖職者 も集 まっていた と考えて良いだろう。
786年 ヴォルムス集会は,こ の時期の年代記の情報 としては珍 しく,
ロルシュ年代記≒モワサク年代記において,司教の集会 と俗人の集会が
別個に開催 された事 を示唆する形で叙述 されている。つ。 しか し,全て
の年代記においてこのような情報が記録されているわけではない。王国
年代記は synOdusの 存在 を記述 しているものの,聖俗の参加者が別々
に協議 した との情報 を伝 えていないのである●0。 このように年代記 ご
とに参加者についての情報が異なっている事例は他にも見 られる。翌年
のヴォルムス集会は,大メッス年代記において conventus FrancOrum,
王国年代記において synOdusと して叙述 されてお り,例年の集会 と同
じ語で指 し示されている。 しかしここでは,王国年代記のみが,「彼の
遠征において全てのことがどのように処理されたのかを,彼の聖職者 と
他の貴顕達に報告 した」。つ との情報 を伝 えることで,聖俗の参加者の
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記≒モワサク年代記は conventus Francorumに おいて,シ ャルルマー
ニュの庶子であるせむしのピピンの反乱に対する処罰が行われたことを
伝 えてお り,例年の もの と同 じ種類 の集会の ような印象 を与 えてい
る。0。 それに対 して王国年代記 は,ピ ピンに対する処罰に言及 してお
らず,キ リス ト養子論を唱える異端フェリックスが断罪された との情報
のみを言己述 してお り,synodus,conventus,placitumな どの語は一切用
いていない。王国年代記改訂版においては,ピ ピンの処罰,フ ェリック
スの断罪の両方の情報が記録されてお り,フ ェリックスの断罪が行われ
た場が episcoporllm conciliumと されている
(59)。 この集会に関しては,
「彼の貴顕の前で報告した」“coram Optimatibus suis narrando commemor‐
asset"と のみ伝えている,ARF,p.77.以 下で見るように,改訂版の制作者
はこのような集会の場に聖職者が臨席していることを伝えない傾向がある。




であるとの裁きを下した」“Sed Carolus rex,cum cognovisset consilium
Pippini et eorum qui cum ipso erant,coadunavit conventum Francorurn et
aliorum fldeliuΠ l suorum ad Reganesburuge, ibique universus christianus
populus qui curn rege aderat,iudicaverunt et ipsum Pippinum et eos qui
consentanei eius erant in ipso consilio nefando,ut simul hereditate et vita





Feliciana primo ibi condempnata est.";王 国年代記改訂版「…このことゆえ











い くつかのバイエルンのだヽ年代記でも言及されてお り,フ ェリックスに
対する教会会議が開催 されたことが伝 えられている。の。 これ ら複数の
年代記の叙述を総合すると,792年 レーゲンスブルクにおいては,ピ ピ
ンを処罰 した集会 と,フ ェリックスを処罰 した集会がそれぞれ開催され




加 していた との推測が可能である。 ここで重要なのは,792年 にレーゲ
ンスブルクで実際 どのような形で集会が行われたのかを明らかにするこ
とではな く,同一の集会 (群 )を記述する際にも年代記ごとに異なった描
かれ方がなされているという点である。ピピンを処罰 した集会は,ロ ル
シュ年代記≒モワサク年代記では例年記録されているその他の集会 と同
種のものとして認識されているが,王国年代記 (と その改訂版)や モーゼ
90f..な お王国年代記改訂版はその後ピピンの処罰についても伝えているが,
そこではconventusや placitumな どの語は用いられていない。
(6の  Annales luvavenses maximiは 「シャルルがレーゲンスブルクで異端の
フェリックスに対する大教会会議を開いた。ピピンがそこで陰謀を企てた」
“Karolus sinodum magnum habuit in Ratispona contra Felicelllll hereticum.
Pippinus iniquum ibi manchinavit consilium."と ,ザンクトエメラム年代記
は「レーゲンスブルクにおいてフェリックスに対する教会会議 (が 開かれ),
シャルルに対する邪悪な陰謀 (が企てられた)」 “synOdus contra felice in
reganesburg et malum consilium contra carolum."と 伝えており,他のバイ
エルンの小年代記も類似 した内容を叙述 している。ザルツブルクからは An―
nales luvavenses maxilni,Annales luvavenses maiores,Annales luvaven‐
ses minoresの 3つ ,レーゲンスブルクからは『ザンク トエメラム年代記』
Annales S.Emmeramni maioresが残されている。これらの史料においては
synodusは 基本的に宗教的要素の強い集会を指して用いられている様子であ
る。 これらの史料はH.Bresslau(ed。 ),〃GI SS χXχ -2,Hannover,1934,
pp.727747に まとめられている(792年 の叙述は pp.736f.)。 これらの史料に
ついてはW.Le宙 son and H.Lё we(eds.),Dι %おθλttη tt G“ε力′θ力お9πι′ルη〃 ,























(61)「 ィ_ス ターがフランクフル トで祝われた。そしてそこで,ガ リア人,グ ル
マニア人,イ タリア人司教の大集会が,今言及された君主と教皇ハ ドリアヌ
ス陛下の使節たちの出席下で行われた」“Pascha celebratum est in Fran‐
conofurt; ibique congregata est synodus magna episcoporum Galliarunl,
Germanorunl,Italorurn in praesentia iamfati principis et missorum dorrlni
apostolici Adriani",4RF,p.94。 大メッス年代記 もほぼ同内容を伝えてい
る,スプンP,p.80.
(60 42劣α燃 動υαυιηs“ M面鶴′では「フランクフル トで大教会会議が,異端
のエリファンドゥスとフェリックスに対して (開催された)」 “Ad FrancOrum
vadunl sinodus lnagna contra Elipanduln et Felicem hereticum."と あり,
その他のバイエルンの年代記でも類似 した内容が伝えられている,H.Bress‐
lau(ed。 ),ノGI Sθれクわ,laS θθ-2,pp.736f.






の年代記 とは大 き く異なっている。フランクフル ト集会 はgeneralis




→。 ここでは,と りわけ俗人 とは別個 に聖職
者が協議を行ったことが強調されている点に注意が必要である。 このよ
うに俗人 と聖職者が別々に協議を行っていることに関する情報は,シ ャ
ルルマーニュ期の年代記においては 786年 ヴォルムス集会を除いて全 く
見 られない。ではなぜ改訂者はここであえてこのような叙述を行ってい
るのだろう。その答 えは synodusと いう語 にあるもの と思われる。改
訂者 は基本的に王国年代記 に見 られた synodusの 語 を全て機械的に
generalis populi sui conventusに 置 き換 えてい るた め,synodus
magnaと されているこの集会 もgeneralis populi sui conventusと され
るべき集会だと考えたのであろう。 しかしここで問題が生じる。改訂者
の理解 で は,純粋 に宗教 的 な問題 が論 じられ る場 はその よ うな
conventusで はな く,それ とは別個に行われる(又 は併設 される)聖職者
のみの教会会議なのであった。それゆえフランクフル ト集会において


























とを記録しているが 6の,サ ンタマン年代記は 3つ の部会による協議に
(2)1の議論を参照のこと。





Freund,力π ルη /セグわ″ηgθπ zπ ルπ καηιJηgθ協,Munchen,2004,pp.
219f; H.Ⅳlordek and Ⅳl.Glatthaar,`Von Wahrsagerinnen und Zauberern,
Ein Beitrag zur Religionspolitik Karls des Gro3en',H.Ⅳ Iordek,S′πググθη zπγ
″ π々おελιχ 助 〃sθλιttιsι;響ιbπηg, Frankfurt am Main― Berlin― Bern
一Bruxelles一New York―Oxford― Wien,2000,pp.254f.表 2に おいては
801年秋 と802年 10月 の 2つ の集会のみを掲載 し,カ ピトゥラリアの情報は
省略 したことを断ってお く。この時期から残されているカピ トゥラリアは








ての認識を考える際に重要な手掛か りとなる。 この年には,ア ーヘンで








改訂版は例年の集会 と同じように generalis conventusが 開催 された と
のみ叙述 してお り,参加者についての情報 を与 えていない(6"。 9月 の
アーヘン集会に関してもモワサク年代記が,司教,修道院長,伯 ら聖俗
の官職保有者が出席 していたことを伝えているのに対 し,王国年代記改




sedit p五 ssilnus Karolus ilnperator apud Aquis palatiun■ , et habuit ibi
conciliunl magnum cum Francis,episcopis et abbatibus ac sacerdotibus."
G.H.Pertz(ed.),■イGI SSI,p.310.
(69) 24五口F,p.138.
(7の 「同じ年の 9月 に,上述の皇帝シャルルは人民の大集会をアーヘンに開催し
た。彼の王国・帝国全土から,司教,修道院長,伯,司祭,助祭,フ ランク
人たちの助言者らがアーヘンの皇帝の元へ集まった」“Et in ipsO anno mense
Septembri iam dictus imperator Karolus fecit cOnventun■ magnum populi
apud Aquis palatium.De omni regno et imperio suo convenerunt episcOpi,
abbates,comites,presbyteri,diacOnes,et senatus Francorum ad ittperator_
em in Aquis."G.H.Pertz(ed。 ),″GI SSr,p.310.王 国年代記の言己述 は
24Rfア ,p.138.




に関す る認識 を簡単 にまとめてお こう。まず 目立ってい るのは,















que iussu eius super statu ecclesiarum corrigendo per totarn Galliam ab
episcopis celebrata sunt, quorum unurn NIIogontiaci, alterun■  Rernis, ter‐
tiurn Turonis, quartun■  Cabillione, quintum Arelati congregatum est."
ARF,p.138.な おモワサク年代記は誤って 4カ 所での開催 としつつ,「 そし
て 4つ の教会会議 synOdosが 行われることを命 じた。つまリマインツ,ラ ン
ス, トゥール,ア ルルでである」“et decrevit quatuor synodus ieri,id est ad
Maguntianl civitatem unanl,alteram in Rernis,tertiam Turonis,quartam
Arelato civitate''と のみ伝えている,G.H.Pertz(ed.),ル「GI SSf,p.310.
(7a 司教,修道院長 と修道士,伯 と裁判官がそれぞれ別々に協議を行ったこと
が序文から明らかになっている,〃GH Cθηθ.〃 I,pp.259f.





























とはS.Airlie,`Talking Heads',p.38;」 .Nelson,`Legislation and
Consensus',pp.100fで指摘されている。

























`Zu einigen Problemen',pp.12f;D.Eichler,Fγ れ たたθttι Rθグθたυιttα夕2z220J%η―
″2,p.107が指摘している。





















す る「一 般 集 会」allgemeine Tageか ら軍 隊 不 在 の「貴 族 会 議」
Optimatentageへ と変容 していく過程を 5段階に分けて考察し,792年,807
年,819年,829年をそれぞれ重要な切れ日として想定している,E.Seyfar―
th,Fγれ 力なελθ Rιた施υιttππι%役影η,pp.53f。 さらに参照,大久保泰甫 「カ
ピトゥラリアの法的性格」2,pp.714-717;H.Weber,Dク Rι′θおυι観協協‐
ιπηgιη,p.104.
(7の ヵロリング期,と りわけルイ敬虔帝期に展開された,国王,司 教,世俗貴
顕がそれぞれ神から委ねられた固有の任務 ministeirumを 持っているとの理



















umな どとして明確 に言及されるようになった ということなのであ
念については,M.de Jong,`Eθε燃滋 and the early medieval polity'に 詳し





























されている。例えば 859年 ラングレ集会 (教会会議)第 7条の決議には,cOn―
cilia episcoporumが 大司教 区 ご とに年 に 1度,generalis episcoporum
conventusが 王たちの宮廷 palatiisに おいて少なくとも2年 に 1度開催 され
るようにとの内容が見られる。ここでは司教たちの集会のみが規定の対象 と
會亀[          景[::         すt_ti386



















(83) ノlィGrI Cθηι.〃 ―I,no.36,pp.259f; ノЪイGfi Cθηθ.I力r,no.14,pp.159-162;
A.Boretius and V.Krause(eds.),〃 GH C″′励滋万θα ttπ Fttη θθttπ 二








問題には立ち入 らない。本稿脱稿後に著者が手に取 ることとなった S.Pat―
zold,助おθ″πS.晩SSθη″bθγ B′sθ力ψ ′π Fttη力ιη″たカグθs ψ″厖η 8・ うな
餡 観 甕 蝙 締 留 意孵 l響 盤 感t瑠〆 12価 晉[危
成立事情などを考慮した上で司教の描き方の分析が行われている。
パ トツォ
























(8助 例えばバウアーは,ヴ ェルダン条約後の西フランク王国において concilia
mixtaが 集中的に見られるのに対し,東 フランク王国では 848年 マインツ集
会の 1例のみであるとして,東西の状況を対照的なものとしてみている。し
かし,concilia m破 taと それ以外の聖俗の参加者を持つ集会をどのように区
別しているのかについての明確な指標は示されておらず,そ の区別は完全に
恣意的に行われているのである,T.Bauer,`Kontinuitat und wandel',pp.
38f,pp.5559.こ れは,concilia m破 taの想定により,東西フランク王国の
統治構造の差異が誤った形で強調される結果を導いている一例 と言えよう。


















力日する事例が目立っている。このような事例は T.Bauer, `Kontinuitat und
Wandel',p.501こ まとめらオしている。
(8助 俗人のみが参加 したかのように叙述されている集会は,管見の限 りではカ
ロリング期において 809年 の開催地不明 (お そらくエルベ河畔)の 集会 と821
年 5月 のネイメヘン集会のみである。前者はデーン王ゴドフリドゥスとの和
平交渉を行ったもので,「皇帝の伯 と家臣たちの集会」“conventus comitum
imperatoris atque suorum"と して描かれており,「 デーン人の貴顕 との会合」
“cum primoribus Danorum colloquium"と の表現も用いられている,ARF,
p.128.後者については同年 2月 のアーヘン集会の所で「次に集会が 5月 にネ
イメヘンで開かれることが取 り決められ,そ こに来るべき伯たちが定められ
た」``Iterumque conventus lnense Maio Noviomagi habendus condictus est
comitesque,qui illuc venirent,deputati."4RF,154と の叙述が見られる。 し
かし5月 のネイメヘン集会では王国分割が取 り決められたのに加えて,司教
をも含むローマからの使節が到着しているため,そ れを受け入れる側のフラ




(8" 高位聖職者の王国統治における位置付けについては博士論文第 4章で論 じ
た, pp.142-154。
カロリング期フランク王国における王国集会・教会会議 Iア 9
これまでの分析から明らかになったカロリング期の集会業務について
は以下のごとくにまとめることが出来る。
(1)カ ロリング期の王・皇帝は年に 1～2度王国の聖俗貴顕を集めて
集会を行う。集会ごとに参加者の規模は変化したと考えられるが,大小
の集会間の客観的な区別は史料からは検出されない。
(2)年次の集会では,必要に応じて聖俗の参加者が別々に協議を行
うこともある。そのような構造はカロリング期初期から見られたが,叙
述史料中に明確に現れるのはシャルルマーニュ期後半以降。
(3)高位聖職者は王の指示に従って,俗人を交えず彼らのみで集会
を組織することもあり得た。813年以降その数は増大していく。
(4)synodusの 語が指す対象は,カ ロリング後期になると「聖職者
のみの集会・部会」に限定されてい く。ただし「聖職者の教会会議」,
「俗人 も参カロする教会会議」,「教会人 も参力日するが教会会議とは呼ぶに
値しない集会」の間を区別する客観的な基準は存在せず,あ る集会をど
のような語とともにどのような集会として描 くのかはそれぞれの史料執
筆者次第。
(5)集会業務における高位聖職者の活動は,カ ロリング後期になる
につれて叙述史料で大きく取上げられるようになっていく。これは王国
統治における彼らの位置付けがこの時期に明確になっていくことと関係
していると考えられる。
このような理解に基づいて,あ る集会が「王国集会」なのか「教会会
議」なのかにとらわれることなく,全ての集会を対象とした上で,そ こ
で実際にどのような業務が行われ,それが王国統治において具体的にど
論 文
のような役割を果たしたのかを解明することが,カ ロリング期フランク
王国国制のさらなる理解に欠かせない。しかし逆説的なようではある
が,その際に特に注目すべきは,徐々にその存在感を増していく聖職者
のみの集会・部会の存在である。そこの種の集会の分析からは,近年再
び活発に議論されている「帝国教会制」に関する問題に対しても重要な
知見が得られるからである00。 従って本稿の意義は,そ のような作業
のための前提を提示するものであるといえる。
00 この種の研究動向については著者による博士論文 pp.148-153。
